
神戸市立博物館　活動目標と指標

使命（要点）
○多様な神戸文化の特徴と東西文化交流の態様を明らかにし、地域の発展に役立つ「知の拠点」となります。
○優れた文化・芸術にふれあう機会を「提供」し､新たな調査・研究を｢提案」し､その成果を｢発信」する博物館となります。
○市民・利用者が集い、神戸を愛し、誇りとする拠りどころが得られる博物館になります。
○震災と復興のなかで得た知見を発信していきます。

活動指針
○市民が誇れる博物館 ○地域の文化を支える博物館
○すべての人々に親しまれる博物館 ○情報発信をする博物館

活動目標と指標

活動目標
◎活動内容 ◎活動内容

○戦略・方向性 ○戦略・方向性
□指標 □指標

□連携数（出張授業等のアウトリーチ数、教材の貸出数）

□教員研修の受け入れ

◎調査・研究を積極的に行います □大学との連携事業数

○調査研究テーマの設定と方針の明示、実績の公開 ○教育普及プログラムの確立
□調査研究テーマの設定 □教育普及プログラム数・内容更新

□調査件数 □子ども向け事業の展開

□研究成果発信数 ◎地域との連携を図ります
◎地域の歴史に関する情報を発信します ○居留地協議会、周辺商店街等との連携� 

□連携数など

□共催事業など

□自主企画の特別展・企画展の開催 ○生涯学習の支援
□その他関連事業の開催 □連携数（出前講座・講師派遣など連携事業数）

□地域資料の展示 ◎他の博物館・美術館との連携を図ります
□新聞雑誌や講演会での情報発信数

□地域史に関する対応件数 □他館での館蔵資料の発信

○関連資料のDBの構築 □他館での委員、講師など　

□ＤＢの利用数 □他館との共催事業

◎各種講座を一層充実します
○講座内容の開発、充実

□資料収集数（購入） □事業数

□資料収集数(寄贈） □参加者数

□資料収集数(寄託） ○利用者ニーズの把握
□利用者満足度

○方針の明示 ◎広報活動を充実させて、各種事業を広く紹介します
○良好な収蔵環境の整備 ○広報活動の充実

□収蔵（保存）環境の調査・整備（IPM) □広報掲載件数

○資料の保全 ○HPの更新
□資料の補修 □HPの更新回数、ページ数、アクセス数

○大震災による被災の教訓と復旧・復興の記録の公開 ○メール会員向けの新たな情報発信事業の開発
□大震災の記録の利用 □メール会員への発信数、メール会員数

◎館蔵品に関する情報開示の整備を行います ◎市民ニーズを把握し、必要な改善を行います
○館蔵品情報の継続的な発信 ○定期的な利用者へのアンケート調査

□館蔵品目録の継続発行 ○非来館者を含めた意識調査
□館蔵品の特別利用数 □アンケート調査に基づくニーズ・満足度の把握

□ホームページへの掲載 □HPへの掲載・公開

○博物館資料DBの構築 □アンケート評価への対応と改善

□データーベースのアクセス件数

○ボランティア活動の実施
□実績（人数、回数、内容）

◎楽しく学べる魅力的な常設展示にします ○活動内容の充実
○常設展示の内容の更新・拡充・整備 □活動内容

□展示替え

□常設展示内容

□展示解説開催数 ◎誰でも利用しやすい施設、設備にします。
□展示設備・施設の改修 ○施設の計画的な補修、改修

◎特色ある館蔵品を活かした展示を行います ○省エネルギー・省資源への取り組み
□消防・建築設備等の点検、訓練、安全衛生の確保

○南蛮・古地図の企画展の開催 □KEMSの認定

□展覧会開催 ○ユニバーサルデザインへの対応
□入館者数 □ユニバーサルデザイン取組

□満足度 ◎誰にでも喜ばれるサービスを提供します
◎海外展などの特別展を開催します ○人的サービスの充実

○国内外のすぐれた資料、作品を展覧会で紹介 □館内の運営協力体制

□特別展開催 □職員の研修

□入館者数 □利用者サービス

□満足度 ◎予算の充実に努めます
○予算の充実

□支援金・助成金の獲得

◎学校との連携を図ります ○活動指標の内部評価と外部評価の実施
○学校との連携 □自己点検、評価システム

□小・中・高等学校の受入数

◎ボランティア活動を通じて、人々が交流できる場を作ります

すぐれた芸術・文化に出会える博物館にします

すべての人々にやさしい博物館にします

○調査研究に基づく自主企画の特別展・企画展の開催

芸術・文化を介して、利用者が広く交流できる博物館にします

地域の歴史情報や未来の指針が得られる博物館にします

文化財を保存・継承していく博物館にします

○有馬・兵庫・須磨・旧居留地など、地域の歴史を調査し、その情報

を発信する事業を展開

○他の博物館・美術館等との情報交換、連携事業の展開

◎「東西文化交流」と神戸の歴史に関わる文化財を永続的に収集します
○特色ある館蔵品等の充実,収集方針の明示と実績の公開

◎社会的資産としての文化財（館蔵品）を保全し、後世に伝えます


